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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、心血管系疾患の危険因子である心外膜脂肪組織を心肺体力との関連性を把握し、運動および食
事制限という介入様式を用いて、心外膜脂肪組織と他の局所脂肪との変化を検討した点で新しい試みである
と評価された。一方、心外膜脂肪組織は最大酸素摂取量と有意に負の相関があるが、相関係数が低いことか
ら、より幅広い対象者から再検討する必要があると考えられる。そして、本研究では右心室の自由壁の心外
膜脂肪厚を測定したが、今後は様々な角度（位置）から厚さではなく面積や量まで測定して検討することが
重要な課題ではではないかとのコメントが出された。
　博士（スポーツ医学）学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもとに最終試験を行い、論文につ
いて説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員によって合格と判定された。
　よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
